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：自）神奈川県茅ケ崎市下町屋

１．事業の概要
（１） 事業の目的と計画の概要

１

○広域幹線道路網の形成
○交通混雑の緩和

計画の概要

：6.7km・19.0ｍ

：4車線

：25,900～35,200台/日

：昭和60年度

かながわけん なかぐん おおいそまちおおいそ

かながわけん ちがさきし しもまちや

目 的

標準横断図

事 業 費

区 間

（単位：ｍ）

山側海側

相模川横断部

平塚IC（仮称）～金目川（花水川）間

・当該区間は、海岸沿いに国道１３４号と並行しており一部砂防林の中を通過する。

車 線 数

計 画 交 通 量

計画延長・幅員

事 業 化

：約890億円（前回：約890億円）

至）神奈川県中郡大磯町大磯

位置図

山側海側

平面図

新湘南バイパス

至

小
田
原

至

横
浜



２．事業の進捗状況と見込み等
（１）事業の進捗状況

１）事業の経緯

2

平面図

○昭和60年度 事業化

○昭和63年度 都市計画決定

○昭和63年度 用地買収着手

至 藤沢

至

藤
沢

至

大
磯

至 大磯

撮影：R3年1月

撮影：R3年1月

写真② 茅ヶ崎海岸IC～平塚IC（仮称）付近

写真① 茅ヶ崎海岸IC付近

縦断図

○平成2年度 工事着手

○平成3年5月 有料道路事業許可変更 （延長14.3km）

○平成7年12月 茅ヶ崎西IC～茅ヶ崎海岸IC （延長1.2km）供用
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工事完了・用地取得済 工事中・用地取得中 工事未着手・用地未取得

２．事業の進捗状況と見込み等
（１）事業の進捗状況

２）前回事業評価以降の主な整備状況

前 回
評 価 時

H 2 9 用地

用地進捗率
87％

（全体）

工事

今 回
評 価 時

R 4 用地

用地進捗率
87％

（全体）

工事

平面図

西湘バイパス

至

横
浜

至

小
田
原

未供用区間 （L=5.5km）
茅ヶ崎海岸IC～大磯IC(仮称)

至小田原 至藤沢

（横断図）

山側海側

(単位:m)

残工事の概要

標準横断図（平塚IC（仮称）～金目川（花水川）間）

3

・現在、茅ヶ崎西ＩＣから茅ヶ崎海岸ＩＣ区間が供用。未供用区間については、茅ヶ崎海岸ＩＣ～相模川渡河部分を先行し
て着手していく。

・事業の用地取得率は８７％（令和4年3月末 面積ベース）
・今後、設計協議、関係事業者との調整を実施、引続き用地取得を推進。
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国道１号現道の交通状況

H27センサス交通量

車線数 20,061台/日

20,061台/日

21,557台/日

今
宿

茅
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崎
西
イ
ン
タ
ー長
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化
粧
坂 相
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２．事業の進捗状況と見込み等
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・新湘南バイパスに並行する国道１号（現道）は東京と静岡間の東西方向を結ぶ幹線道路であるが、2車線区間である
茅ヶ崎西インター交差点から馬入交差点間では、容量不足(交通容量は14,300台/日）により混雑が発生。

・事故類型は、混雑に起因する追突事故が最も多く、全体の3割を占める。
・新湘南バイパスの整備により、国道１号の通過交通の転換が図られ、混雑緩和及び交通事故の減少が見込まれる。

写真：2車線区間の混雑状況（上り）

資料：交通事故データ（H29-Ｒ2）

資料：交通事故データ
（H29-R2）

60件
（30％）

27件
（13％）

7件
（4％）

6件（3％）12件
（6％）

追突事故が
３割（201件中60件）

7時台
8時台
9時台
10時台
11時台
12時台
13時台
14時台
15時台
16時台
17時台
18時台

7時台
8時台
9時台
10時台
11時台
12時台
13時台
14時台
15時台
16時台
17時台
18時台

出典：プローブデータ
（R3/4～R4/3全日）

0～20 km/h

20～30 km/h

30～40 km/h

40～ km/h

旅

行

速

度(

㎞

／

ｈ)

交通事故
死傷事故率
(件/億台㎞)
【100m毎】

下
り

上
り

（２）社会情勢等の変化
１）国道１号の交通状況等

KP

交通事故類型

撮影：R4.10

至藤沢

37件
（18％）

52件
（26％）

■追突 ■出会い頭 ■右折時 ■左折時

■車両相互（その他） ■車両単独 ■人対車両
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２．事業の進捗状況と見込み等
（２）社会情勢等の変化

2）国道134号の交通状況等
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撮影：R4.10.9

至 高浜台

高浜台交差点を先頭に
約650ｍの渋滞
【休⽇︓17時台】

国道134号の渋滞状況【休日】

・新湘南バイパスに並行する国道134号は、横須賀～三浦半島～湘南を連絡する幹線道路であり、夕方のピーク時に

は交通集中により混雑が発生。

・特に、休日の上り線においては高浜台交差点、柳島交差点を先頭に渋滞が発生。

・新湘南バイパスの整備により、国道134号の通過交通の転換が図られ、混雑緩和が見込まれる。
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り

出典：プローブデータ
R3/4～R4/3 全日
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至 高浜台
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柳島交差点を先頭に
約960ｍの渋滞
【休⽇︓17時台】

①

高浜台交差点を先頭に
約650ｍの渋滞
【休⽇︓17時台】
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２．事業の進捗状況と見込み等

・新湘南バイパスは、圏央道と西湘バイパスを接続し広域幹線道路網を形成するが、現状はミッシングリンクの状態
のため、広域幹線道路としての速達性や定時性の機能を十分に発揮できていない。

・供用済の茅ヶ崎海岸ICを利用する交通の約５割が西湘バイパス以西への広域交通が占める。
・新湘南バイパスの整備により、広域幹線道路網のミッシングリンクが解消することで、広域道路網の機能向上が見
込まれる。

（２）社会情勢等の変化
3）広域幹線道路網の形成状況
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新湘南バイパス（茅ヶ崎海岸IC）利用交
通の行き先（ＯＤ）

西湘バイパス以西
46.3％

R134柳島交差点以東
30.5％

その他
23.2％

約5割が広域交通

※出典：プローブデータ R3/4～R4/3

茅ヶ崎海岸IC

茅ヶ崎西IC

平塚IC
（仮称）

30.5%

23.2%

46.3%

大磯IC

（仮称）

茅ヶ崎海岸IC利用交通の経路

柳島交差点

神奈川県

再評価対象(II期区間)

L=6.7km

圏央道

西湘バイパス

圏央道

新湘南バイパス

茅ヶ崎海岸ICから大磯IC（仮称）
はミッシングリンク

凡例

自動車専用道路

自動車専用道路（事業中）

自動車専用道路（都計済）

平塚IC
（仮称）

大磯IC
（仮称）

茅ヶ崎海岸IC

茅ヶ崎西IC

茅ヶ崎中央IC

藤沢IC

茅ヶ崎JCT

神奈川県内の広域道路網の現状
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年 度 1985
（S60）

1986
（S61）

1987
（S62）

1988
（S63）

1989
（Ｈ１）

1990
（H2）

1991
（H3）

1992
（H4）

1993～1994
（H5～H6）

1995
（H7）

1996
（H8）

1997～2004
（H9～H16）

2005～2009
（H17～H21）

2010～2013
（H22～H25）

2014
（H26）

2015
（H27）

2016
（H28）

2017
（H29）

2018
（H30）

2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

2023
（R5）以降

事業化

都市計画決定

有料事業許可

測量・調査・設計

設計・用地説明会

茅ヶ崎西IC
～

茅ヶ崎海岸IC

用地

工事

茅ヶ崎海岸IC
～

国道129号

用地

工事

国道129号
～

大磯IC（仮称）

用地

工事

２．事業の進捗状況と見込み等
（３）事業の見込み等
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前回再評価 現在

・現在の用地進捗率は約87％（R4.3月末、面積ベース）

・現在、大規模物件の用地代替え要望への検討・調整を実施しており、引き続き、鋭意推進していく。

・相模川渡河部は、河口付近に近く、海岸環境に配慮した施工が必要であり、現地状況等により施工方法や仮設の変

更の可能性があるため、今後実施する詳細設計を踏まえ、事業費の精査を進めていく。
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圏央道

西湘バイパス

圏央道

新湘南バイパス

・新湘南バイパスは、自動車専用道路である圏央道・西湘バイパスと接続し、広域幹線道路網を形成。

・神奈川県の道路整備計画『改訂・かながわのみちづくり計画（H28.3）』においても、『県土構造の骨格として重要

な自動車専用道路網』として位置付け。

・災害時にも、高規格で信頼性の高い代替路を形成し、リダンダンシーの確保が期待される。

広域幹線道路網

8

３．事業の投資効果
（１）広域幹線道路網の形成

神奈川県

新湘南バイパス

(Ⅱ期区間)

首都圏

再評価対象(II期区間)

L=6.7km

※出典：改訂・かながわのみちづくり計画（H28.3）



・新湘南バイパスの整備により、三次医療機関である藤沢市民病院救命救急センターへの搬送時間が短縮し、30分圏
域人口が約181.6万人から183.0万人に拡大（約1.4万人）、地域の医療体制の充実を支援。

・新湘南バイパスの整備により、30分圏域に含まれる二宮町から藤沢市民病院救命センターへの所要時間が短縮し、
救命率の向上に期待。

（２）救急医療サービスの充実

３．事業の投資効果

藤沢市民病院救命救急センターからの30分圏域

9

藤沢市民病院
救命救急センター

再評価対象(II期区間)
L=6.7km

新湘南バイパス

撮影：令和4年10月

資料：カーラーの救命曲線

①心臓停止後約 ３分で50％死亡

②呼吸停止後約10分で50％死亡

③多量出血後約30分で50％死亡

大磯町、二宮町、平塚市
で圏域が拡大

二宮町
役場

高速道路

一般国道

主要地方道

一般県道

その他道路

凡例

■ 新湘南バイパス整備前の30分圏域

■ 新湘南バイパス整備前の30分圏域（圏域拡大）

傷病の経過時間と死亡率の関係

データ：プロ―データ（R3/4～R4/3） の全日12時間平均
※新湘南バイパスは80km/hで算定
※整備前、整備後共に、圏央道は全線開通済（速度は80km/h）

として算定
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整備前 整備後

海⽼名JCTから

箱根湯本までの所要時間(分)

（３）観光地へのアクセス性向上

・箱根町は県内有数の観光地。

・新湘南バイパスの整備により、広域道路のルート選択の幅が広がりアクセス性が向上することで、観光客数の増加等
の地域活性化が期待される。
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３．事業の投資効果

海老名JCTから箱根湯本までの経路

箱根湯本

海老名JCT圏
央
道

大磯IC
(仮称)

平塚IC
(仮称)

茅ヶ崎海岸IC

茅ヶ崎JCT

茅ヶ崎西IC
出典：神奈川県 令和3年入込観光客調査を元に作成

箱根湯本の温泉街

令和4年10月撮影

4,205

2,541
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アクセス性の向上により、
箱根町の観光客増加が期待

出典：神奈川県 令和3年入込観光客調査を元に作成

箱根町の
10年間の観光客数の伸び率

コロナ禍

コロナ禍前は年間約2千万人前後で推移

整備後
圏央道～新湘南BP～西湘BP

33分

整備前
東名高速～小田原厚木道路

42分

整備前後の所要時間の短縮

所要時間が

約９分短縮

出典：現況：平成27年度全国道路・街路交通情勢調査
（ 整備後：新湘南バイパスは80km/hで算定）

凡例

自動車専用道路

自動車専用道路（事業中）

自動車専用道路（都計済）



３．事業の投資効果
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■総便益（Ｂ）

■総費用（Ｃ）

道路事業に関わる便益は、令和22年度の交通量を、整備の有無それぞれについて推計し、
「費用便益分析マニュアル」に基づき３便益を計上。
【３便益：走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益】

当該事業に関わる建設費と維持管理費を計上。

・基準年次 ：令和4年度（2022年度）

・分析対象期間 ：開通後50年間

・基礎データ ：平成27年度

全国道路・街路交通情勢調査

・交通量の推計時点 ：令和22年度（2040年度）

・計画交通量 ：25,900～35,200（台/日）

・事業費 ：約 890億円

・総便益(B) ：約 2,012億円（約6,392億円※）

・総費用(C)             ：約 1,548億円（約1,072億円※）

・費用便益比(B/C) ：1.3
※基準年次における現在価値化前を示す。

１）計算条件

（４）費用便益分析

【参考：前回再評価（H29）】

：平成26年度（2014年度）

：開通後50年間

：平成17年度

全国道路・街路交通情勢調査

：平成42年度（2030年度）

：23,000～34,400（台/日）

：約 890億円

：約 1,479億円（約4,167億円※）

：約 1,192億円（約1,060億円※）

：1.2



３．事業の投資効果
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２）事業全体

注１）便益・費用については、令和4年度を基準年とし、社会的割引率を４％として現在価値化した値、［］内の値は基準年次に
おける現在価値前を示す値である。

注２）費用便益分析算定上設定した完成年度は令和13年（2031）年度である。
注３）便益算出時の原単位は、費用便益分析マニュアル（令和4年2月）の令和2年原単位を適用。
注４）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

３）残事業

便益(Ｂ)

走行時間

短縮便益

走行経費

減少便益

交通事故

減少便益
総便益

費用便益比

（Ｂ／Ｃ）
1,703億円 256億円 52億円

2,012億円

［6,392億円］

費用(Ｃ)

事業費 維持管理費 総費用

1.3
1,478億円 71億円

1,548億円

［1,072億円］

便益(Ｂ)

走行時間

短縮便益

走行経費

減少便益

交通事故

減少便益
総便益

費用便益比

（Ｂ／Ｃ）
731億円 142億円 41億円

913億円

［2,902億円］

費用(Ｃ)

事業費 維持管理費 総費用

2.5
310億円 52億円

362億円

［564億円］



３．【参考】事業の投資効果（H29原単位）
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２）事業全体

注１）便益・費用については、令和4年度を基準年とし、社会的割引率を４％として現在価値化した値、［］内の値は基準年次に
おける現在価値前を示す値である。

注２）費用便益分析算定上設定した完成年度は令和13年（2031）年度である。
注３）便益算出時の原単位は、費用便益分析マニュアル（平成30年2月）の平成29年原単位を適用。
注４）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

３）残事業

便益(Ｂ)

走行時間

短縮便益

走行経費

減少便益

交通事故

減少便益
総便益

費用便益比

（Ｂ／Ｃ）
1,583億円 223億円 59億円

1,865億円

［5,910億円］

費用(Ｃ)

事業費 維持管理費 総費用

1.2
1,478億円 71億円

1,548億円

［1,072億円］

便益(Ｂ)

走行時間

短縮便益

走行経費

減少便益

交通事故

減少便益
総便益

費用便益比

（Ｂ／Ｃ）
681億円 128億円 45億円

854億円

［2,709億円］

費用(Ｃ)

事業費 維持管理費 総費用

2.4
310億円 52億円

362億円

［564億円］



神奈川県知事からの意見

一般国道１号新湘南バイパスは、さがみ縦貫道路や横浜湘南道路と、西湘バイパスを結ぶことで、広域幹線道路網
を形成する重要な路線である。

新湘南バイパスの整備により、国道１号等の渋滞緩和や安全性の向上、沿道環境の改善等が図られるだけでなく、
大規模災害時における救助活動や支援物資の緊急輸送道路としても期待されていることから、早期の効果発現を図る
ため、引き続き、本事業を推進されたい。

４．関連自治体等の意見
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（１）神奈川県からの意見



５．今後の対応方針（原案）
（１）事業の必要性等に関する視点

15

（２）事業進捗の見込みの視点

（３）対応方針（原案）

・新湘南バイパスは、圏央道、西湘バイパスと接続し、広域幹線道路網を形成。
・国道１号現道は、慢性的に渋滞が発生しているが、新湘南バイパスの整備により渋滞・事故の緩和が期待。
・費用対効果（Ｂ／Ｃ）は1.3である。

・現在、茅ヶ崎西ＩＣから茅ヶ崎海岸ＩＣ区間が供用。未供用区間については、茅ヶ崎海岸ＩＣ～相模川渡河部分を
先行して着手していく。

・事業の用地取得率は８７％（令和4年3月末 面積ベース）
・今後、設計協議、関係事業者との調整を実施、引続き用地取得を推進。

・事業継続
・新湘南バイパスの整備は、広域幹線道路網の形成、交通混雑の緩和等の観点から、事業の必要性・重要性は
高く、早期の効果発現を図ることが妥当と考える。


